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Abstract:  “On Korean Literary Magazine Kokumin Bungaku”
In this thesis, Kokumin Bungaku, the Korean literary magazine written in Japanese, which was published 
from November 1942 to May 1945 in Korea, is taken under consideration.  I will examine the intention of this 
magazine, focusing on the claim of the chief editor Che Cheso, and consider the actual situation of “Naisen 
Ittai” (the Japanese policy of Korea being thought of as a part of Japan).
はじめに
　1939 年 10 月、総督府のきもいりで「朝鮮文人協会」が設立され、翌年、『東亜日報』、『朝鮮日報』、
『新世紀』などが強制的に廃刊させられた。1941 年 11 月、『国民文学』が創刊され 1945 年 5 月号ま















































































































































































































































































　この詩の第 5 聯「心の底に撤し得ぬものがあるならん / 常にわれかく思ひ　心沈みし」は反戦的と
云えよう。日本語を話し、万歳で出征兵士を送るすがたを見て、心のうちを忖度している。「撤し得
ぬもの」とは、皇民化政策に納得しない心情を抱く朝鮮民衆もいるだろうと推測している表現だろう。
「心沈みし」という表現に詩人の真意が隠されている。
　中野鈴子は中野重治の妹である。プロレタリア詩人として活躍した時期があり、兄の影響も強い。
この詩が日本で発行された雑誌に載ったと仮定すると、当時の内閣情報局の傾向から見て伏字になっ
たのではないかと考えられる。これは一つの推測だが、外地の日本語による言説は言論統制において
内地よりもゆるやかだったのではないか、と考えられる。
　これは一つの例だが、『国民文学』研究の方向として、発表された作品を一括して「内鮮一体」に
同調した作品とレッテルを貼らずに個々の作品を検討することが課題となる。
